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保護者の皆様へ
令和３年度の学校評価の結果をまとめましたので、お知らせします。保護者の皆様からの温かな声や協力が、学校の取組をさらに前に進める力になりました。
今後も、学校関係者による評価を参考に、子どもたちのために、より一層、学校と家庭、地域が一体となった取組を進めてまいります。今年度の学校評価へのご協力、ありがとうございました。

令和４年２月 北広島市立大曲東小学校 校長 神守一志

令和３年度 大曲東小学校・学校評価結果
★の「ねばり強く」と「温かい学校」は今年度の重点、網掛けは小中一貫 ④そう思う ③ややそう思う ②あまり思わない ①全く思わない 評価は４段階で、年２回評価 数値は％（小数第1位は四捨五入）
分 項 目 児童アンケ ート 保護者アンケート 教職員の自己評価 学校関係者評価（学校運営協議会）
野 ①６月 ②11月 ①７月 ②11月 ①７月 ②12月 ●改善の方策 ①９月 ②２月 意見や質問

１ ★あきらめずに挑戦する力の育成（小中一貫・ねばり強く） ④６５ ④６９ ④７３ ④７７ ④２０ ④５０ 児童の「自己決定」と「振り ○目標を掲げることで意欲が向上し、夢をもつこ

教 ○児 童「夢や目標をもち、その実現に向け、あきらめないで努力している」 ③３０ ③２６ ③２６ ③２２ ③６３ ③４２ 返り」など、児童の意欲を支 Ｂ A とにつながるので、夢ノートの活用は大事。
育 □保護者「子どもががんばろうとしていることを応援している」 ② ３ ② ３ ② １ ② １ ②１３ ② ４ えるかかわりを大切にしてい ○①に回答した児童と教職員がいるのが気になる。
課 ◆教職員「『きたひろ夢ノート』を活用するなど、夢や目標に向かって、あきらめないで最後 ① ２ ① ２ ① ０ ① ０ ① ４ ① ４ く。 「夢」がプレッシャーになる子もいる。
程 まで取り組むように声かけをしたり、自己決定と振り返りを大切にしている」 ○学校便りの「家庭の取組」の掲載は参考になる。
２ 主体的に学ぶ力の育成（大曲授業スタンダード）（小中一貫・かしこく） ④６５ ④６８ ④４３ ④４９ ④２０ ④４６ 振り返りまでの授業展開をそ ○家庭学習の取り組み方が、押しつけにならない

学 ○児 童「授業の最後に学びを振り返っており、家庭学習を毎日取り組んでいる」 ③２６ ③２３ ③５１ ③４３ ③５０ ③３６ ろえるとともに、引き続き、 ように、何が大事なのかを確認する必要がある。

習 □保護者「家庭学習の習慣化を目指して環境づくりに努めている」 ② ８ ② ８ ② ６ ② ７ ②２６ ②１０ 家庭と連携し、学習習慣の確 Ｂ A ○学ぶことの楽しさ、理解できたことの嬉しさを
指 ◆教職員「１単位時間のねらいを明確に、思考過程を可視化、自分の考えを他者と共有、 ① １ ① １ ① ０ ① １ ① ４ ① ８ 立に努める。 感じることが大切。
導 振り返り」に取り組んでいる。 ○学校便りの「家庭の取組」の掲載は参考になる。
３ 大曲スタンダード（返事、挨拶、立腰、言葉）（小中一貫・ただしく） ④５９ ④６１ ④７４ ④７４ ④６７ ④６０ 学年ごとの取組や児童会が主 ○挨拶の意識が高まっている。持続が大事。

生 ○児 童「進んで挨拶、返事、立腰、正しい言葉遣いに心がけていて、できている」（４つ） ③３１ ③３１ ③２４ ③２５ ③３３ ③４０ 体となった取組など、引き続 Ｂ Ｂ ○子どもたちの挨拶が良くなっている。地域の方
徒 □保護者「家庭で、挨拶や対話を大切にしている」 ② ９ ② ７ ② ２ ② １ ② ０ ② ０ き、その徹底を図る。 も応援を進めている。今後の期待を込めて、Ｂ。
指 ◆教職員「挨拶、返事、立腰、言葉を常に子どもが意識し、取り組めるように促している」 ① １ ① １ ① ０ ① ０ ① ０ ① ０ ○大人が手本を示すことが大切。
導 ○学校便りの「家庭の取組」の掲載は参考になる。
４ 規則正しい生活（小中一貫・たくましく） ④５８ ④６４ ④５７ ④５９ ④６３ ④７６ 家庭と連携した生活習慣の確 ○コロナ禍で体を動かすことが低下している。

○児 童「早寝・早起き・朝ご飯、学校や家庭、地域の約束やルールを守っている」 ③３２ ③３１ ③４１ ③４０ ③３７ ③２０ 立と、家庭・地域と連携した Ｂ A ○外遊びは基礎体力の健全な成長につながる。
□保護者「子どもが自ら生活リズムを整え、約束やルールを守るよう促している」 ② ７ ② ５ ② ２ ② １ ② ０ ② ０ 校外生活のルールやマナーの ○ルールを守らせることが目的ではなく、なぜ、
◆教職員「規則正しい生活、約束やルールを守った生活ができるよう促している」 ① ３ ① ０ ① ０ ① ０ ① ０ ① ０ 徹底に努める。 こうなる事が大事なのかを理解することができ

るよう大人が努力すべきと思う。
○ＣＳと連携し、保護者への意識啓発が必要。
○学校便りの「家庭の取組」の掲載は参考になる。

５ ★温かい学校づくり ④６４ ④６６ ④８０ ④８１ ④５８ ④６６ 引き続き、「挨拶と思いやり、 ○①と②に回答した児童がいるのが気になる。

今 ○児 童「学級のみんなに、思いやりの気持ちをもって、やさしく接しているおり、いじめの ③２８ ③２８ ③１８ ③１９ ③２９ ③２４ ありがとう」を大切にした温 Ｂ A ○ＳＮＳでの誹謗中傷を耳にする事が多いので、
年 ない学級となっている」 ② ６ ② ４ ② ２ ② ０ ② ８ ②１０ かい学校づくりを児童、教職 家庭との連携を含め、徹底していくべき。
度 □保護者「家庭で、いじめは絶対許されないことをお子さんと話し合っている。」 ① ３ ① ２ ① ０ ① ０ ① ５ ① ０ 員が一体となって取り組む。 ○しっかり子どもと向き合い、話し合うことがで
の ◆教職員「いじめの未然防止と早期発見・早期対応に努め、学級全体への配慮に心がけると きていない家庭もあると思う。そんな家庭の子
学 ともに、職員間で折り合いを付けて円滑に業務を進める協働の取組など、温かい どもにどう接していくか、大人が考えていかな
校 学校づくりに心がけている」 ければならないと思う。
の ○学校便りの「家庭の取組」の掲載は参考になる。
重 ６ 働き方改革 ④２９ ④３５ 引き続き、教育活動の質を下 ○引き続き、教職員の働き方改革は積極的に進め

点 ◆教職員「変化を柔軟に受け入れ、優先順位と軽重を付けて効率的に業務を行うなど、みんな ③５４ ③５０ げずに、効率的な業務改善に Ｂ Ｂ てほしいので、今後の期待を込めて、Ｂ。
で考え、みんなで取り組む働き方改革に、積極的に取り組めている」 ②１７ ②１５ 努める。

① ０ ① ０

７ ＩＣＴの活用 ④５０ ④７５ 次年度から、タブレット端末 ○授業で活用することで、児童の考える力や勉強

◆教職員「実物投影機（書画カメラ）やデジタル教科書、タブレット端末など、ＩＣＴを積極 ③３３ ③ ８ が全学年に配備されることか Ｂ A の取組が変わってきているように思う。
的・効果的に使っている」 ②１７ ②１７ ら、その有効活用に努める。

① ０ ① ０

８ ４つの聞く力（校内研究） ④７５ ④７３ ④２５ ④３８ 校内研究は、次年度から、中 ○校内研究の成果は良いが、全般的に、人の目を

○児 童「先生や友達の話をしっかり聞くことができている」 ③２１ ③２２ ③４２ ③５０ 学校区として「授業スタンダ Ｂ A 見て話をし、話している人の顔を見ることが
◆教職員「４つの聞く力」を意識して指導を行っている。 ② ３ ② ５ ②３３ ②１２ ード」の研究に統一していく。 あまり意識されていないように思う。学校と

① １ ① ０ ① ０ ① ０ 家庭の双方で取り組む必要がある。
■まとめ
１ 児童アンケートの「かしこく」は、２つに分けて実施、「そう思う」の④が２の「振り返りを行っている」５９％、「家庭学習に毎日取り組んでいる」７４％で、その平均が６８％（３ポイントアップ）。
２ 児童アンケートの「ただしく」は、４つに分けて実施、「そう思う」の④が３の「挨拶」７６％、「返事」６３％、「立腰」４１％、「言葉遣い」６３％で、その平均が６１％（２ポイントアップ）。
３ 保護者アンケートと教職員の自己評価の「そう思う」は、ほとんどがアップ。保護者から、「先生方は愛情をもって接してくれている」という声や家庭での取組事例が多数寄せられるなど、協力いただいた。

また、教職員からは「担任も子どもも振り返りを意識して授業にのぞむようになった」とあるように授業改善が進んだ。
４ 学校関係者から、「学校便りの家庭の取組の掲載は参考になる」「ＣＳと連携した保護者の意識啓発が必要」「目を見て話を聞くことなど、学校、家庭の双方で取り組む」など、学校と家庭、地域が同じ方向で、一体的
な取組を進めるための貴重なご意見をいただいた。

☆成果→「挨拶」「家庭学習を毎日」の心がけの数値が高くなった。また、６年生から「進んで挨拶できるようになった」「温かい学校になってきた」などの声が聞かれている。
★課題→引き続き、小中一貫して取り組んでいる「大曲スタンダード」「授業スタンダード」と、本校独自の「温かい学校」の取組を進め、家庭や地域と一体となった取組を大曲プロジェクトで検討し、推進していく。


